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「
高
邁
な
道
程
」

学んだことを広く還元多くの学びが待っている教育センター

本年度から，教えと学び
の一体化を象徴する当セン
ターオリジナルキャラクター
「てぃーらん」がセンターの
事業や各種研修をＰＲナビ
ゲートします。

センターに脈々と流れる理念それは石碑に
刻まれた「教学一如」の精神，

－教えることは学ぶことである－。
英訳するとティーチング・イズ・ラーニング。
このティーチとラーンから「てぃーらん」と
命名（より優しく親しみやすくひらがな表記）
し，ここに，教えと学びの一体化を象徴する
オリジナルキャラクター「てぃーらん」が
誕生しました。どうぞよろしく。

「てぃーらん」の誕生について

教學一如の碑
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二
十
数
年
前
に
な
る
が
、
宮
之
浦
岳
に
登
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

辺
り
は
ま
だ
真
っ
暗
で
懐
中
電
灯
を
頼
り
に
出
発
し
た
。
き
っ
と

素
晴
ら
し
い
風
景
に
出
会
え
る
に
違
い
な
い
と
期
待
に
膨
ら
ん
で

い
た
。
し
か
し
、
山
道
は
急
峻
で
木
々
は
鬱
蒼
と
重
な
り
、
景
色

を
楽
し
む
余
裕
は
な
か
っ
た
。
や
が
て
、
覆
っ
て
い
た
霧
も
晴
れ

て
眺
望
が
開
け
る
に
つ
れ
、
刻
一
刻
と
変
化
す
る
光
や
色
彩
、
風

の
音
な
ど
に
魅
了
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
非
日
常
の
体
験
は
、
そ
の

後
の
考
え
方
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
て
い
る
。
仮
に
、
山
頂

ま
で
の
道
程
が
一
つ
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
心
に
刻
ま
れ
る
風
景

は
人
に
よ
っ
て
異
な
る
は
ず
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
学
ぶ
こ
と
と
登
山
に
は
共
通
す
る
特
質
が
あ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
学
び
始
め
る
時
、
ど
ん
な
風
景
が
広
が
っ

て
い
る
か
予
測
す
る
の
は
難
し
い
。
時
折
、
立
ち
止
ま
り
確
認
し

な
が
ら
自
力
で
進
む
し
か
な
い
。
感
性
や
経
験
と
い
う
独
自
の
フ
ィ
ル

タ
ー
を
通
す
こ
と
で
、
風
景
も
道
筋
も
無
数
に
存
在
す
る
こ
と
に

な
る
。
未
知
な
る
景
色
を
獲
得
す
る
た
め
に
は
、
主
体
的
に
取
り

組
む
こ
と
が
遠
回
り
に
見
え
て
一
番
の
近
道
な
の
で
あ
る
。

ま
た
、
日
本
を
代
表
す
る
樹
木
医
の
塚
本
こ
な
み
氏
は
、
常
に

教
え
て
く
だ
さ
い
と
い
う
気
持
ち
で
木
と
向
き
合
っ
て
い
る
と
い

う
。
言
葉
に
よ
る
意
思
伝
達
が
出
来
な
い
た
め
、
表
面
に
触
れ
て

細
部
ま
で
観
察
し
、
木
槌
で
叩
い
て
音
を
聞
き
分
け
な
が
ら
木
と

「
会
話
」
し
て
い
る
そ
う
だ
。
気
が
遠
く
な
る
ほ
ど
根
気
の
い
る

作
業
に
違
い
な
い
。
児
童
生
徒
の
教
育
に
関
わ
っ
て
い
る
者
と
し

て
心
に
留
め
て
お
き
た
い
話
で
あ
る
。

現
代
は
既
存
の
体
系
や
価
値
が
多
様
化
し
、
変
化
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
時
代
で
も
あ
る
。
人
と
し
て
の
生
き
方
そ
の
も
の
が
問
わ

れ
て
い
る
。
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
の
有
用
性
を
耳
に

す
る
機
会
も
増
え
た
。
学
校
で
は
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等

は
も
と
よ
り
、
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
の
育
成
に
主
眼

を
置
き
、
様
々
な
取
組
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
「
生

き
る
こ
と
」
の
本
質
を
い
つ
の
時
代
も
問
い
掛
け
て
お
り
、
教
師

は
最
適
な
指
導
方
法
を
常
に
模
索
し
続
け
る
の
で
あ
る
。



○研究提携校との共同研究

○研究協力員との協力

○指導資料の発行
〈35本〉(４月，10月)

○研究紀要の発行(３月)

○調査研究発表会の開催
平成29年１月27日(金)

Ｗebページにも掲載しています

平成2８年度

主な事業案内

○職務別研修

○経験年次別研修

悉皆研修

○生徒指導実践力向上プログラム

○中学校免許外教科担任教員等研修会

希望研修専門研修

課題研修

○長期研修

○継続研修 （高等学校情報教育継続研修）

○短期研修講座

○土曜講座

教職員研修を推進します。

◇フレッシュ研修
◇ステップアップ研修
◇パワーアップ研修
◇人権教育教職員等研修 など

◇新任校長研修会
◇新任教頭研修会
◇人権教育管理職研修会
◇特別支援学級等新任担当教員研修会 など

教育実践上の課題を踏まえた研修を実施
し，教員としての資質を高め，本県教育の
充実・発展に寄与する人材の育成を図ります。

情報社会に対応した情報教育を推進するために，継続的に
専門的研修を実施します。

◇全134講座を実施します。
（移動講座は62講座）

◇前・後期に分けて募集します。

土曜日における研修を希望する教職員の
ニーズに応える研修講座を実施します。

第Ⅰ期：４月～７月
第Ⅱ期：９月～12月
第Ⅲ期：１月～３月

（講座内容はＷeb
ページに掲載）

調査研究を推進します。

学　校　名 公開研究会期日

鹿児島市立山下小学校 平成28年11月９日(水)

奄 美 市 立 宇 宿 小 学 校 平成28年10月20日(木)

鹿児島市立吉田南中学校 平成28年10月26日(水)

鹿児島県立松陽高等学校 平成28年11月２日(水)

鹿児島県立出水養護学校 平成29年度に実施予定

不 登 校 対 策 推 進 講 座  ６月22日(水)・23日(木)

生 徒 指 導 実 践 力 講 座
（ 大 島 会 場 ）

 ８月９日(火)・10日(水)

いじめ防止・ネット問題
対 策 研 修 会

 ８月22日(月)・23日(火)

学校カウンセリング講座  10月５日(水)・６日(木)

い じ め 対 策 推 進 講 座  10月18日(火)・19日(水)

生 徒 指 導 主 任 講 座  ６月28日(火)・29日(水)

生 徒 指 導 管 理 職 講 座  ７月１日(金)

課題別実践力
向上プログラム

生 徒 指 導
マネジメント
プ ロ グ ラ ム

中学校において免許外教科等を担任している教員に対して，
当該教科についての教科指導に関する基礎的・実践的な研修
を実施し，その指導力の向上を図ります。

◇５月17日(火)・18日(水)

※ 大島地区(技術) ５月31日(火)・６月１日(水)

各課の研究

教 職 研 修 課

教 科 教 育 研 修 課

情 報 教 育 研 修 課

特別支援教育研修課

教 育 相 談 課

全体研究主題「生きる力を豊かに育てる学校教育の創造」に関す
る研究及びプロジェクト研究の推進

「『次世代の学校創生』を目指す，教職員研修の在り方に関する
研究－学校組織マネジメント研修の体系化－」

「課題を解決するために必要な資質・能力を育成する授業に関す
る研究－主体的・協働的に学ぶ学習の工夫を通して－」

「ＩＣＴ活用場面に応じた情報モラルの指導に関する研究」

「特別支援学校における指導内容の明確化に基づく授業に関する
研究－一人一人の確かな学びに応える個別の指導計画活用の工
夫を通して－」

「児童生徒の豊かな人間関係づくりに関する研究
－ＳＮＳの利用による友人関係への影響に着目して－」

「『みんなで取り組み，学び合う授業研究』の進め方Ⅱ
－授業力向上を図るワークショップ型研修を通して－」

企 画 課

プロジェクト研究

調査研究事業関連 教職員研修事業関連

詳細は右ページ「指導資料
一覧」を御覧ください

○大学との連携



しっかい

平成13年度以降の指導資料を
掲載しています。

以前の資料を閲覧する場合は
当センターに御連絡ください。

校内研修の資料として使えます。

こちらをクリック

教育相談・教職員支援を推進します。

○教育相談
◇障害のある子供に関する教育相談
◇就学相談等に関する支援

※ 主な相談内容
自閉症，知的障害，発達障害 など

※ 来所相談 （年末年始・祝日を除く。要予約。）
月曜日～金曜日 8:30～17:00

※ 電話相談 （年末年始・祝日を除く。）
月曜日～金曜日 8:30～17:00
TEL：099-294-2820 (特別支援教育研修課直通）

特別支援教育事業

○研修会等への所員派遣
◇校内研修会や授業研究会での指導助言
（ワークショップ型の授業検討会等への支援も含む。）
◇各種研修会，研究公開等での指導助言
◇その他（各種委員会，発表会，実技講習会等での指導助言）

○来所研究への支援
◇来所者への研究・研修に関する指導助言

○文書・電話等による支援
◇文書や電話による質問や問合せ等に対する支援

○授業研究サポート事業Ⅱ
◇授業研究の活性化を目指す実践校への支援

研究支援事業

TEL：099-294-2312 (企画課直通）

○カリキュラムセンター機能の拡充
◇閲覧室，閲覧室分室等の活用促進
◇各種教育資料の収集及び提供

○広報・広聴
◇広報

・所報「大原台」
・センターだより「教學一如」
・センターインフォメーション
・Ｗebサイトによる広報など

教育情報提供事業関連

◇広聴
・教育事務所等から
の意見聴取

・研修講座に関する
アンケート など

○情報教育研修システムの管理運用及び活用促進
◇タブレット端末と授業支援アプリを活用した

研修の推進

◇Ｗebサイトの活用促進

◇テレビ会議システムを含むＩＣＴの活用促進

情報教育事業

○教育相談
◇子供に関する教育相談

※ 主な相談内容 いじめ，不登校，交友関係 など
※ 来所相談 （年末年始・祝日を除く。要予約。）

月曜日～金曜日 8:30～17:00
※ 電話相談 「かごしま教育ホットライン24」

TEL：099-294-2200

TEL：0120-783-574（フリーダイヤル）
099-294-2200 (携帯電話接続可）

教育相談事業

「24時間子供SOSダイヤル」

TEL：0120-0-78310（フリーダイヤル）

教科等名　教科等番号

対象校種

国語　第135号

中・特支

国語　第136号

高・特支

社会　第128号

中・特支

地理歴史・公民　第14号

高・特支

数学　第143号

中・特支

数学　第144号

小・中・特支

理科（生物）　第305号

中・高・特支

理科（化学）　第306号

高・特支

音楽　第48号

小・中・特支

技術・家庭科(家庭)　第41号

中・高・特支

技術・家庭科(技術)　第44号

中・特支

外国語活動　第４号

小・中・特支

健康教育　第１号

幼・小・中・高・特支

情報教育　第138号

小・中・高・特支

特別支援教育　第184号

小・中・特支

特別支援教育　第185号

小・中・高・特支

教育相談　第136号

幼・小・中・高・特支
信頼関係を築く保護者相談の在り方

中学校国語科における「読むこと」の授業改善
－「自分の考えの形成」に関する指導を中心に－

「関数関係を表現し考察する能力」の育成を目指した学習指導法の工夫

科学的な思考力・表現力の育成
－河川の水生生物の観察を通して－

科学的な思考力・表現力の効果的な育成
－小・中学校での指導を生かす授業改善－

中学校音楽における箏を使った創作の指導の工夫

家庭科における問題解決的な学習の充実
－「判断基準」の活用を通して－

「生活を工夫し創造する能力」の育成を目指した学習指導法の工夫
－基礎的・基本的な知識及び技術の活用を通して－

小・中の円滑な接続を目指す小学校外国語活動，中学校外国語科の授業設計

教師のためのアンガ－マネジメント

情報モラルの指導
－デジタルコンテンツの活用－

知的障害のある児童生徒の国語科における「伝え合う力」を高める指導

特別支援教育の途切れない支援の在り方
－中学校と高等学校との連携を中心に－

標　　　　　題

高等学校国語科における，「話すこと・聞くこと」の指導の工夫

中学校社会科歴史的分野における郷土教育の充実

言語活動の充実を図る世界史Ｂの学習指導の工夫
－単元を貫く基軸となる問いの設定を通して－

数学のよさを実感させる文字式の指導
－「速算法」や「和算」の利用を通して



長期研修開始式(平成28年４月４日)

研究計画発表会(平成28年４月28日)

１年間という日々を充実したものと
するために，強い決意と高い志を胸に
頑張りたいと思う。校種も経験も年齢
も違う私たちであるが，この１年間共
に学び，支え合い，切磋琢磨しながら，
更なる指導力を身に付け，子供たちの
元に戻りたいと考えている。私たちは，
未来に出会う子供たちの笑顔のために，
また鹿児島県の教育の発展のために，
この１年間で力を蓄え，新たな「学び
の一歩」を踏み出していく所存である。

研究計画発表会では，いろいろな学
校，教科の課題としていることや，研
究の進め方が分かり，大変有意義な時
間となった。これから研究を本格的に
進めていくことになるが，いただいた
助言から，また自分自身がやろうとし
ている研究を整理し直して研究を進め
ていきたい。

本県教育の充実・発展に寄与する
１年間にわたる研修が始まりました。

県内の高等学校の教員を対象に，年間20回にわたる情報教育に関する専門的な研修
が始まりました。

学校でもICT環境の整備が進み，校内
の無線LAN化や校内ネットワークから県
統一ネットワークへの変更,今後さらに
タブレットPCや,電子黒板等の普及も予
想される。それに伴い,知的財産教育や
個人情報保,情報セキュリティ対策等は
急務である。
本日から始まる研修において,情報技

術や,情報処理に関する知識やスキルの
向上を図るだけでなく,センター所員の
方々や,他校の先生方と学びの交流を通
して,情報教育を推進できる資質と能力
を身に付け,学校や生徒達に還元できる
よう努力する所存である。

受講申込方法等

平成28年度教科書展示会のお知らせ
◇ 期間：平成28年６月17日（金）から14日間
◇ 時間：午前８時30分から午後５時まで
◇ 場所：鹿児島県総合教育センター閲覧室（県中央教科書センター）

講座の１週間前まで申込みできます。
Ｗebでの申込み又は「土曜講座申込書」
の直接郵送，ＦＡＸで申し込んでね。

総合教育センターＷebサイ
トのトップページにある
「土曜講座申込」をクリック

学びたい講座があれば，
まず申込みをしてください。

グループでの参加も可能です。

継続研修開講式(平成28年５月13日)

期

日 講 　 　座　　　名
午

前

午

後

期

日 講 　 　座　　　名
午

前

午

後

目指そう！かごしまの教師Ⅰ(会場:鹿児島大学) ○ 目指そう！かごしまの教師Ⅱ(会場:鹿児島大学) ○

初めての管理職（校長）実務講座 ○

高等学校数学科の授業における動画配信活用講座 ○

「目指そう！かごしまの教師」は，年間６
回程度のシリーズ講座です。鹿児島県の教
員志望者や学生対象に，鹿児島大学教育学
部を会場に実施します。

これで大丈夫！初めての教務主任講座
－教育課程編成を中心とした時数算定等編－

○

７
／
２

児童に書く楽しさを実感させる作文指導の進め方 ○

学校で活用できるカウンセリング講座
－基本的態度とカウンセリングスキルⅢ－

○

○

学校で活用できるカウンセリング講座
－カウンセリングの基礎理論について－

○

６
／
・

野外炊事の基礎知識
　－火おこしから始まる楽しい炊事活動－
【青少年研修センターとの連携講座】

これで大丈夫！初めての教務主任講座
－教育法規等を中心とした基礎・基本編－

○

簡単にできる！初めての学校ホームページづくり ○

学校で活用できるカウンセリング講座
－基本的態度とカウンセリングスキルⅡ－

○

○

【郷土教育講座】　明治維新と郷土の人々
【知事公室政策調整課との連携講座】

○

○

【理科実験実践講座】　メダカの育て方や魚の
解剖をマスターしよう！！
【鹿児島水族館との連携講座】

○
６
／
４

コミュニケ－ション能力を高めるグループワー
ク・トレーニング －学級経営の充実を目指して
－【青少年研修センターとの連携講座】

学校で活用できるカウンセリング講座
－基本的態度とカウンセリングスキルⅠ－

５
／
・

生かそう，つなごう！ワークショップ型授業検
討会  －｢みんなで取り組み,学び合う授業研究｣
の進め方－

○
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